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　寒さ厳しい２月11日、上山市民俗行事「加勢鳥」が市内で
繰り広げられ、市内外や海外から参加した35羽の加勢鳥たち
が、五穀豊穣・商売繁盛・火の用心を願う「祝い水」を浴び
ながら舞い踊りました。
　初めて加勢鳥となった田中喜貴さん（仙台市）は「みなさ
んの願いに応えるため懸命に飛びます！」と意気込みをみ
せ、庄内町から訪れた観客は「市民のみなさんも観光客のみ
なさんも笑顔にする、とてもステキなお祭りですね。来年も
加勢鳥たちに会いにきます」と優しく微笑みました。
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The straw gods,
the Kasedori phoenixes have alighted!　

February 11th

囃子の音色に誘われて、神の化身が飛来。

“祝い水”を受け止める姿に笑顔と歓声があふれる

Special Photo Report ! 「 KASEDORI 」
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1_冷たい「祝い水」に歯をくいしばる／２_関連グッズを販売する
カセ鳥応援隊のみなさん。観光ボランティアガイドのみなさんが
甘酒を振る舞ったほか、市商工会青年部メンバーによる「フラン
クカセ鳥」も販売され、行事を盛り上げた／３_オーストラリアか
ら訪れた４人組。会場で販売された「楢下ばあちゃんずくらぶ」特
製の納豆あぶり餅を頬張りながら観覧／４_「縁起タオル」を巻い
てご利益を願う／５_加勢鳥の演舞を真似て一緒に跳ねる観客も
／６_力強い「祝い水」を全身で受け止める姿に大歓声！
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～かみのやま東西南北～
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イノシシの習性を知り、被害防止につなぐ
鳥獣被害防止のための研修会

　12月８日、三友エンジニア体育文化センターで「鳥
獣被害防止のための研修会」が行われ、約130人が参
加しました。
　現在、特に被害をもたらしているイノシシを題材
に、鈴木 淳さん（合同会社東北野生動物保護管理セン
ター研究員）が講演。これまでの研究データや、イノ
シシの行動を撮影した映像を通じて▽餌となる食料を
田畑に残さない▽姿を隠してしまう耕作放棄地や休息
場所となる藪をなくす▽侵入防止柵を設置し、捕獲し
やすくする、などの被害対策が紹介されました。また
「効果的に被害を減少させるには、各農家の問題とせ
ず、地域が一体となって取り組むことが重要」との訴
えかけに、参加者たちは熱心に聞き入りました。
　参加者の一人は「イノシシの習性をもとにした対策
法を知ることができた良い機会だった。まだ自分の農
地では被害がないが、他人事と考えずに今日から実践
していきたい」と意欲を高めていました。
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　１月に都内で開かれた第18回全国中学生創造もの
づくり教育フェア・生徒作品コンクールで、宮川中学
校２年生のチーム相生（髙梨樹希さん／須田善人さ
ん／渡部千尋さん）が手がけた作品「黒柿の寄木机」
が見事、林野庁長官賞を受賞しました。同校の同賞
受賞は３年連続の快挙です。
　素材には、地元特産・干し柿の木から見つかる希
少性が高い「黒柿」を使用。約３か月間、メンバー
は放課後や部活動の合間を縫って製作にあたり、墨
で描いたような美しい木目と、寄せ木によるモダン
なデザインが織りなす〝逸品〟を生み出しました。
　受賞を受けて３人は「素材を提供してくださった
地域のみなさんや、指導してくださった先生に感謝
の気持ちでいっぱいです。地元の素材を活かしたこ
の作品を通じて、ふるさとの魅力をたくさんの人に
知ってもらえたら嬉しいです」と喜びを噛みしめて
いました。
　

地域資源を活かした魅力的な逸品

（写真左から）
髙梨さん、須田さん、渡部さん

　受賞した「黒柿の寄木机」。３
人で各パーツを分担しながら製作
にあたった。硬い素材のため、加
工に苦労したが、幼馴染みならで
はの抜群のチームワークで、魅力
あふれる作品を完成させた　

宮川中学校２年 チーム相生
髙梨樹希さん　須田善人さん　渡部千尋さん

第18回全国中学生創造ものづくり教育フェア
生徒作品コンクール

林野庁長官賞受賞

　１月28日、三友エンジニア体育文化センターで「市民イ
ンディアカ大会」が開催され、地区会やサークルなどから
出場した35チーム約260人が、爽やかな汗を流しました。
　参加者は「気軽にできる種目ですし、体を動かす楽し
さを思い出しました。今日は仲間と一緒に、思う存分ゲ
ームを楽しみたいですね」と笑顔をみせました。
【各リーグ優勝チーム】◇骨骨６◇松山２番坂◇てる坊
主◇関根－Ｂ

からだ動かす楽しさを味わって
第31回市民インディアカ大会
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講演する鈴木さん年齢や性別を問わず、羽根付きの専用ボールを夢中になって
追いかけた

企業の健康経営を支え、
地域の元気につなぐ
クアオルト活用包括的連携協定

　２月13日、市は、株式会社山形銀行（長谷川
吉茂代表取締役頭取）を立会人として、東
京海上日動火災保険株式会社（北沢利文
取締役社長／東京都）と「上山型温泉クア
オルト（健康保養地）活用包括的連携に関
する協定」を締結しました。
　今後、健康づくりや福利厚生事業とし
て、同社社員などが本市を訪れ、クアオル
トプログラムを体験するほか、健康経営に
関心のある取引先へもクアオルト事業を紹
介しながら、県内・首都圏での健康経営の普及・拡大
や、本市の認知度向上、誘客促進につなげていきます。
　東京海上日動本社で行われた締結式で、横戸市長は
「クアオルト事業による官民一体となったまちづくりの中
で、民間企業の発想力や経営感覚は大きな役割を持つ。
『本事業に参画して良かった』と思ってもらえる連携を
図り、さらに元気な上山を創っていく」とあいさつしまし
た。同社・財部 剛専務執行役員は「上山のクアオルトプ
ログラムを体験し、社員を元気にする。上山市・山形銀
行とさらに絆を深め、山形創生に力を尽くしていく」と述
べ、長谷川頭取は「本取組をきっかけに、山形県から健
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協定書を交わした財部専務執行役員（左）と横戸市長、立会人の長谷川頭取（右）　

■健康経営…企業・事業所の従業員などの健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に取り組むこと。
■東京海上日動火災保険株式会社…持株会社が、経済産業省と東京
証券取引所から「健康経営銘柄」に選定されている。本市として、
同銘柄関連企業と協定を締結するのは初。

康経営の輪を広げ、地域発展につなげていく」と力を込
めました。
　首都圏企業との同協定締結は今回で３例目。市は今後
も、本市ならではの地域資源を活用した健康づくりを提
案し、企業の健康経営を応援しながら地域活性化に結び
つけていきます。
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豪雪対策本部を設置しています
●問合せ　危機管理室　内線281

　上山市内の積雪が80ｃｍを超えたため、2月12日午後1時に上山市豪雪対策本部を設置しました。
　雪の影響で、水道・下水道・道路にお困りごとや被害などがありましたら、上山市役所☎672-1111へ問い合わ
せください。また、市では、市民のみなさんの安全確保を図るため、豪雪対策に関する各種支援制度を実施してい
ます。詳しくは下記担当課へ。　　　　　　　　

～かみのやま東西南北～

高齢者世帯除雪支援事業　【健康推進課　内線152】

（１）対　象　　おおむね65歳以上の一人暮らし高齢者または高齢者のみの世帯
　　　　　　　　※生活保護受給者または親族などから援助を受けられる者は除く。
（２）内　容　　住宅の屋根および敷地に係る除雪または排雪に要する費用に対する助成
　　　　　　　　※１会計年度に１世帯あたり２回利用可能。
（３）助成額　　1回あたり2万円を限度とする。（市民税所得割課税世帯は1万円）
　　　　　　　　

障がい者世帯除雪支援事業　【福祉事務所 内線141】

（１）対　象　   65歳未満の重度障がい者のみの世帯、または重度障がい者と65歳以上の高齢者のみの
　　　　　　　　世帯
　　　　　　　　※生活保護受給者または親族などから援助を受けられる者は除く。
（２）内　容　　住宅の屋根および敷地に係る除雪または排雪に要する費用に対する助成
　　　　　　  　 ※1会計年度に1世帯あたり2回利用可能。　
（３）助成額　　1回あたり2万円を限度とする。（市民税所得割課税世帯は1万円）

生活道路除排雪助成事業  【庶務課 内線281】　

（１）対　象　　上山市地区会長設置条例（昭和31年条例第49号）第1条に定める１区
（２）内　容　　地区住民全体または地区ぐるみ（隣組、私道利用者など）の労力奉仕により実施する私
　　　　　　　　道の除排雪活動で必要とする自動車または機械借上げに要する経費に対する助成
（３）助成額　　ア　軽貨物自動車等については、1日1台あたり5千円を限度とする。
　　　　　　　　イ　前号以外の自動車または機械について、1日1台あたり1万円を限度とする。
　　　　　　　　例：地区会や隣組などで協力して生活道路を除排雪する場合

豪雪対策支援事業  【農業夢づくり課 内線412】　

（１）対　象　　農業協同組合、農業者、農業者の組織する団体
（２）内　容　　融雪遅延対策のための融雪剤購入経費に対する助成
　　　　　　　　※融雪剤の種類は、てんろ石灰、炭の粉等の融雪剤とし、たい肥、土等は除く。
（３）助成額　　融雪剤の購入経費の2分の1以内の額。（10アール当たり2,500円を上限）　　　　　
　　　　　　　　

アイデアを持ち寄って肥満を予防
市食生活改善推進員「まとめの会」

　１月29日、市保健センターで市食生活改善推進員の
みなさんが、「我が家の肥満予防料理」をテーマに研
修会を行い、健康への意識を高めました。
　参加者は､会場に持ち寄った合計26点の料理をお互
いに試食。「コロッケを油で揚げずに焼いて作る」
「カ㆑ー粉を入れることで、塩を控えめにしても満足
感を得られるようにする」など、それぞれの家庭での
アイデアを共有しました。
　今回の料理をまとめた㆑シピ集は、５月頃より、市
役所１階市民ロビー、各地区公民館、市ホームページ
からご覧になれます。
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　「文化財防火デー」にあわせ、１月28日、重要文化
財「旧尾形家住宅」で防火訓練が行われ、旧尾形家住
宅保存会や地元消防団のみなさんなど約30人が参加し
ました。
　参加者は、防火水槽や消火栓を使用して本番さなが
らに放水訓練を実施。消火までの手順などを丁寧に確
認しました。
　訓練終了後は、「農村婦人の家」で消防本部職員と
防火をテーマに意見交換を行い、さらに防災意識を高
めました。

地域の宝を火災から守ろう
重要文化財「旧尾形家住宅」で防火訓練

※「文化財防火デー」は、法隆寺金堂の壁画が焼損
（昭和24年1月26日）したことを受け、文化財を火災
や地震などから守ろうと制定されました。

“女性の力”を活かし、未来につなぐ
上山市女性のつどい（第１部）

　２月18日、三友エンジニア体育文化センターで「第42
回上山市女性のつどい」第１部が開催され、市内で活動
する団体による歌や踊りなどのアトラクションが披露さ
れたほか、ボランティアバザーでは、買い物を楽しむた
くさんの人たちで賑わいました。
　また、大島扶美さん（医療法人社団悠愛会理事長）
が「認知症の理解と介護」と題し講演。認知症を正し
く理解し、みんなで支え合おうと呼びかけました。
　3月３日・４日には、中部地区公民館を会場に、手芸や
フラワーア㆑ンジメントなどの展示・実演などを行う第2部
を開催します。丹精込められた作品をぜひご覧ください。

Pick-Up 06
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公益財団法人　上山城郷土資料館

大場浩子学芸員

約400年前の上山城瓦片

　今年、上山城の大規模な屋根瓦改修工事が行われ
ることになりました。開館35周年を迎え、瓦が劣化
したことによるものです。山形の内陸部は積雪が多
いことから屋根材に瓦は適切でないと言われていま
すが、近世城郭である山形城や上山城には瓦が使用
されてきたことが、発掘調査による出土遺物から知
ることができます。
　なぜ、上山城に瓦が使用されたのか。最上氏時代
の上山城は、米沢城を拠点とする上杉氏の領国との
境目に位置する山形城の支城でした。一つの理由と
して、上山城が重要な役割を持つ城であることを領
国内外に知らしめるために瓦葺きにしたのではない
か、と考えられています。
　近年の上山城や山形城の発掘調査により、瓦片が
多数出土しています。特に山形城の遺構からは、金
箔が押された「山」の字の軒丸瓦（「金箔押山文軒
丸瓦」）が数多く出土したことが報告されていま
す。山形城に瓦が導入された時期については、最上
義光が豊臣秀吉の配下となった直後の1590年代と考
えられ、当初は金箔が押されていました。当時の最

上氏の権威を象徴するかのように煌びやかであった
様子がうかがえます。
　写真の瓦片は、現在の上山城が建設される以前に
城址で見つけられたもので、形状から軒丸瓦の瓦当
の部分と考えられます。特徴的なのは、上山の「上」
の字が用いられている点です。山形市教育委員会の
見解によれば、これらの上山城の瓦と山形城で出土
した瓦を比較すると非常に強い類似性が認められる
といいます。このことから、上山城の瓦は最上氏時
代の山形城の瓦の影響を受けて作られたものであ
り、かつ山形城のものとは別の版木を使用して上山
城専用につくられたものではないか、と指摘してい
ます。これまでこの瓦片の年代はわかっていません
でしたが、山形城の出土遺物と比較することで最上
氏時代（慶長５年以降）に作られた可能性が高いこ
とが明らかになりました。
　是非、この機会に400年以上前に使用された貴重
な上山城の瓦片の一部をご覧ください。　
※上山城３階第２展示室に常設展示中。

きんぱくおしやまもんのき

上山城瓦片（個人寄託：上山城収蔵）
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青年海外協力隊員として昨
年２月からキルギスの障が
い児通所施設で活動している

Makoto Horie

キルギスの新年No.3
カンダイスガル～？

キルギスから

堀江真琴さん

　

　キルギスの年末年始は、クリスマスの飾りを用いてお
祝いします。国民の多数がイスラム教徒のため、クリス
マスは祝日ではなく日本のようなイベントもありません。
日本でクリスマスの飾りとされているツリーやイルミネー
ション、サンタまでもが年末年始のお祝いのためのもの
です。
　昨年末、配属先では「ジャングジュル（キルギス語で
新年の意味）」のイベントが開催されました。アコーディ
オンやキルギスの伝統楽器の奏者などを招いて、みんな
で楽しく歌ったりダンスをしました。理学療法士の団体
が有志でサンタやスネグーラチカ（雪の妖精）になり、
子どもたちにプレゼントを持ってきてくれました。

キルギスにきて１年。残り1年。

　キルギスで青年海外協力隊としての活動を始めて1
年が経過しました。1年間キルギスで生活し、ボラン
ティアとしての活動を通して、メディアや文献で得る
情報と自分自身が体験することでは得るものが全く違
うと実感しています。
　１年前はキルギスのことを全く知りませんでした。イ
ンターネットで調べて出てくる情報をキルギスの全て
だと思っており、あまりいい印象を持っていませんでし
た。キルギスにきて生活してみると、インターネットで
得た情報はほんの一面で、もっと多くの面があること
に気が付きました。

　また、国際協力に携わる上で異文化理解は想像以上
に難しく、常に自分自身との葛藤の繰り返しです。キル
ギスの文化を「理解できない」と思ってしまってはそれ
以上前向きに進むことはなく、「こういうものなのだ」
とまずは受け止めることが全ての始まりであるというこ
とも学びました。これらの気づきは、自分自身でキルギ
スでの生活、毎日の活動を体験したからこそ実感でき
たことです。
　キルギスでの活動も残り1年を切りました。「キルギ
スとキルギス人により近く」をモットーに、これからも
みなさんにキルギスのこと、キルギスでの活動のこと
をお伝えさせていただけたらと思います。
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１_ジャングジュル（新年）のお祝いの様子。理学療法士会
のみなさんが訪れ、子どもたちと一緒に楽しく歌い踊った／
２_１年かけて配属先のスタッフとの仲も深まり、一緒にキ
ルギス料理を調理

２

がとう



② ①

期間



(東京都)

・振休





あしかけ15年。郷土の歴史を振り返る一冊に
「本庄郷土史」発刊2月10日

　本庄郷土史発刊委員会（北澤久敏会長）はこ
のほど、本庄地区の歴史や文化・暮らしなどを
一冊にまとめた「本庄郷土史」を発刊しました。
　同史は、地区民の有志が、平成16年から15年
の歳月をかけて完成。原始時代から現代にいた
るまで地区の動きを網羅し、▽地形▽行政組織
の変遷▽民俗行事などを、760ページにわたっ
て収録した大作です。600部用意され、同地区
の各世帯や関係機関に配布されています。
　２月10日には、本庄地区公民館で発刊記念祝
賀会が開かれ、地区会長や関係者など約40人が
出席。席上、膨大な資料収集から、古文書の解
読、執筆、編さん作業の中心として尽力した木村
清三郎さん（皆沢）と鈴木直一さん（楢下）に感
謝状が贈られました。　
　木村さんと鈴木さんは「長い期間にわたり、
多くのみなさんからご協力をいただいたからこ
そ、今日を迎えられた。同史が本庄の歴史を振り
返る手掛かりになれれば嬉しい」と感謝を述べ
ました。

▲功労を称え、鈴木さん（左）
と木村さん（右）に大きな拍手
が送られた
　地域のあゆみを後世に伝
え続ける一冊。市立図書館
または本庄地区公民館で閲
覧できる

　三友エンジニア体育文化センターで「第26回市
民のためのコンサート」が開催され、市内で活動する
５団体が、美しいハーモニーを会場に響かせました。
　上山小学校３年生や一般公募の人たちも参加し
た「市民のためのコンサート合唱団」は、「歌を歌い
継ぐ～うたは時を超えた心の架け橋～」と題し、懐
かしい歌謡曲や幅広い世代に知られるアニメソング
などを披露。会場から盛大な拍手が送られました。

世代を超えて歌い継ぐ
2月11日 市民のためのコンサート

　三木屋旅館で第29回西郷新春寄席が開催さ
れ、約300人の観客が今年の初笑いを満喫しまし
た。
　地区のみなさんによる踊りや民謡などのほか、
佐竹秀和さん（川口地区出身）と浅沼カズトさん
のお笑いコンビ「にほんばれ」による漫才や、羽
山みずきさん（鶴岡市出身）の歌謡ショーに、会
場は歓声に包まれました。

笑顔で今年もスタート！
1月21日 西郷新春寄席

A Town to Nourish Body and SoulVol.15

３月14日、「“クアオルトかみのやま”未来シンポジウム」を開催
たくさんの市民が想いや元気を発信し、

新たな10年をスタート子どもからお年寄りま
で、市民の元気が上山

の元気

　平成20年度に始まった「上山型温泉クアオルト事
業」は節目の 10年を迎えました。３月14日には、記
念事業として「“クアオルトかみのやま”未来シンポジ
ウム」（市報今号の裏表紙参照）を開催します。
　これまで 10年間、様々な分野にわたり、クアオル
ト事業に参加・協力し、強力な応援団となっている市
民・市内各種団体のみなさんの活動にスポットを当
て、成果と課題を踏まえ、今後10年を見据えた“ク
アオルトかみのやま ”の方向性を考え、まちづくりへ
の機運をさらに高めていきます。
　今回の主役は、何より市民のみなさんご自身です。
　当日は、これまで課題とされてきた実施効果の明
確化という視点から、「10年間の取組から見えてきた
医療費への影響」に触れるほか、市民・団体の活動
発表（発表者、下記参照）、各分野の有識者と横戸市
長を交えたパネルディスカッション、そして地元食
材・ワインを活かしたクアオルトスタイルの交流会を
予定しています。

【市民・団体活動発表（発表者）】
◇健康・医療
　葉山ＪＢ会／毎日ウォーキング参加者／
　蔵王テラポイト・ウォーキングガイド
◇観光・まちづくり
　「古窯」調理部長・中川清昭さん／「月岡ホテル」
　若女将・堺 美奈子さん／「中山地区公民館」館長・
　吉田繁幸さん、事務長・市川正広さん／山形北高
　校放送部・足達優希さんほか／蔵王ウッディファ
　ーム＆ワイナリー・木村花鈴さん
◇環境・景観
　上山ライオンズクラブ・井上睦夫さん／
　西山地区会会長・牧野義文さん

手作りにこだわり、
イキイキ笑顔があふれるひとときに

　「ウォーキングに参加するようになり、たくさんの
仲間ができ毎日の生活がさらに楽しくなった」、「自分

たちの得意なことで、これからもクアオルト事業を応
援していきたい」、「これまで地道に取り組んできた
歩みは、決してムダではなく、上山市が目指すべき
姿に向かって着実に進んでいる」。イベント開催にあ
たり、各種団体などに協力のお願いに回っている中
で、こうした言葉に触れるたびに、とても温かい気持
ちになります。10年間の取組で、関わるみなさん自
身が地域に根ざし、楽しくイキイキ活動していること、
そして『クアオルトの輪』が広がり強力な応援団が増
えてきていることを実感しています。また、個人のみ
ならず、「社員の健康は企業の財産。社員の健康づ
くりとクアオルト事業がうまくリンクしていけば良い」
など、健康づくりに対する企業などの関心も確実に
高まっています。
　市民・企業そして地域の元気が、上山の元気その
ものです。今回のイベントは手作りにこだわり、市民・
市内各種団体のみなさんのイキイキした笑顔があふ
れるひとときにしたいと考えています。
　市民のみなさんが、“クアオルトかみのやま ”の魅
力を実感でき、「自分たちが楽しく活動する姿が元気
なまちづくりにつながっているんだな」と自信や誇り
が持てたり、また「自分も何か出来ることで関わって
みようかな」と具体的に考えたりするきっかけになれ
ば嬉しいです。３月14日は、たくさんの市民が舞台
に立ち、それぞれの想いや元気を発信しながら、“ク
アオルトかみのやま”の新しい10年を力強くスタート
させます。　　（クアオルト推進室　室長・佐々木慶）

昨年実施した未来会議（平成29年２月１７日）。会場は熱
気にあふれた



編集後記
今日の散歩道

➡次号の市報（お知らせ版）は、3月15日発行です。

●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　3月1日・8日・15日・22日・29日
　4月5日・12日・19日・26日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　3月1日、４月5日　午後1時～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　3月13日、4月10日 午後1時30分～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

今月の相談日（3月・4月）

非常勤職員
社会教育指導員を募集します

■業務内容　 市が主催する講座等の企画・運営
■勤務時間　 週23時間15分
■勤務場所　 上山市役所　
■応募資格     社会教育に関する豊かな見識を有する人
■募集人数    １人
■報酬(月額)  91,000円
■採用時期　４月１日～平成31年３月31日
　　　　　　※更新の可能性あり。
■加入保険    健康保険、厚生年金、雇用保険
■申込方法　３月15日(木)まで下記に履歴書を提出。       
                      書類選考後、面接を行います。

申込み・問合せ　庶務課　内線212

上山音楽祭
“ル・シャトーかみのやま”2018

■期間　３月24日㈯～4月1日㈰

上山城にて開催！　※いずれも要入館料。
【チェロと室内楽の公開レッスン】
■日時　◇３月24日㈯・27日㈫いずれも15:00～
18:00◇25日㈰・26日㈪・28日㈬～31日㈯いずれ
も13:00～18:00
【まちなかコンサート】
■日時　３月25日㈰・31日㈯いずれも11:00～

中木健二と若きアーティストによるコンサート
with永田美穂
■日時　４月１日（日）15:00～
■場所　三友エンジニア体育文化センターエコー
ホール
■入場料　◇一般2,000円◇高校生以下1,000円
■市内チケット取扱い　◇上山城◇三友エンジニ
ア体育文化センター◇市観光物産協会

問合せ　事務局　☎080-2836-3631

～いで湯のまちに響き渡る音楽の喜び～

▽金瓶地区の茂吉ふるさと文化祭には、多くの
子どもたちも集まって、展示された作品を見た
り、自分たちで搗いた餅を食べたりと満喫してい
ました。齋藤茂吉という偉大な歌人を生み出し
た上山。地域の大先輩からのバトンは、“楽しみ
ながら”脈 と々受け継がれていくのだと感じまし
た。(佐藤）

▽今年もやってきました「加勢鳥」！踊り手と多
くの観客の笑顔が触れ合う、活気に満ちた一日
となりました。▽道中――。沿道からの祝い水が
加勢鳥たち…をすり抜け、見事、頭から浴びた
私。▽周囲の笑いを誘った〝ラッキー〟なハプニ
ングがあるのも、この行事の魅力。加勢鳥が運
んできてくれた小さな幸せです。(山科)

金瓶地区vol.10

地区
おらだの
Series

　齋藤茂吉生誕の地である金瓶地
区で、２月３日～４日、「第22
回茂吉のふるさと文化祭」が開催
されました。
　本行事は、地区民の文化の向
上、地区民同士の交流などを目的
に、◇書道◇手芸◇工芸といった
地区のみなさんの作品を展示する
ほか、子どもたちによる餅つき
や、演芸大会も行われるなど、幅
広い世代が楽しめる行事として、
地区のみなさんに親しまれていま
す。
　同地区会長の菅野義勝さんは、
「子ども会や老人クラブなどとも

連携しながら、今年も無事に開催
できてうれしいです。地区外からも
参加・協力してくれるので、交流の
場として、これからも続けていきた
いですね」と笑顔をみせます。　

作品の展示を交流のきっかけに

個性あふれる作品の数々に自然と笑顔が
こぼれる

かみのやまワイン通信
Delicious * Happy  Topics! vol.

問.ワインは高ければ高いほどおいしいの

ですか？

→答.ワインはブドウだけを発酵させたお
酒なので、ワインの価格は原料であるブド
ウによって大きく左右されます。樹になら
せるブドウを少なくしたり、手間をかけて
育てるブドウは大量生産できません。その
ため、良質なブドウを使ったワインや熟成
期間が長いワインは価格が高い傾向にあ
ります。
　一般的に初めての人はフレッシュでフル
ーティなものをおいしいと感じ、そのよう

なワインの価格はリーズナブルです。一
方、飲み慣れると複雑で繊細なものもおい
しいと感じ、そのようなワインの価格は高
めです。といっても、おいしいに優劣はあり
ません。自分の好みが見つかるまで、リー
ズナブルなものから始めてみてください。

ワインに関する知識や、
かみのやまテロワールの
情報をお届けします

竹田真士さん
山小酒店

“かみのやまテロワール2017”

赤はメルロ－を中心とした構成で、
現在は樽で熟成中。白は果実感が
出た一品となっており、今、“泡”を
育てています。
※詳細は次号でお知らせします。
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